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（論文審査の要旨)  
 
石﨑啓太君提出の学位請求論文は「国内における自動車ライフサイクルＣＯ２排出量予測と省燃費潤滑油の必要
性」と題し，本文 9章からなる． 
本論文では，持続可能な自動車社会の調査として CO2排出量を指標とし，（1）国内における自動車ライフサイク
ル CO2排出量予測から，CO2排出量が最小となる自動車の普及時期の提言，（2）自動車の機能部品である潤滑油に
関する俯瞰的なライフサイクル CO2排出量分析及びコスト分析から，次世代省燃費潤滑油の開発必要性と開発指針
を提言することを目的とする． 
本研究の独自性は 2点ある．1点目は，量産 8車両を基に，生産・運用・保守・廃棄の 4段階を研究対象とし，
昨今の市場トレンド，技術進歩，国内電源構成及び車内空調エネルギを新たに考慮した俯瞰的なライフサイクル
CO2排出量予測から国内において CO2排出量が最小となる自動車の普及時期を論じた点である．2点目は，自動車
の機能部品である潤滑油が車両ライフサイクル CO2排出量に与える総合的な影響を明らかにし，それらコスト分析
と合わせて次世代潤滑油の開発指針を提言した点である． 
第 1章では，自動車の電動化が急速に進む背景や既往研究の課題を述べ，持続可能な自動車社会の調査としてラ
イフサイクル CO2排出量を指標とする重要性を示している．車両全体に加えて，機能部品である潤滑油のライフサ
イクル CO2排出量分析を実施する重要性も合わせて示している．  
第 2章では，本研究におけるライフサイクル CO2排出量の分析手法を提示した． 
第 3章では，自動車用潤滑油に起因する俯瞰的な CO2排出量分析を実施した．従来の高粘度潤滑油を比較例とし
て，最新の省燃費油が車両運用及び車両保守時ライフサイクル CO2 排出量に与える影響を明らかにした． 
第 4章では，車両全体のライフサイクル CO2排出量分析を実施した．昨今の市場動向を反映する為に大型量産セ
ダン車両を基に，ガソリン車，ディーゼル車，ハイブリッド車，電気自動車，燃料電池車，計 5車種のライフサイ
クル CO2 排出量の比較分析を実施し，昨今の電気自動車用リチウムイオンバッテリ大容量化による影響分析と対
策の提言を行った． 
第 5章では，第 3章の結果を反映し，ハイブリッド車，プラグインハイブリッド車，電気自動車の中型量産 3車
両において車内空調使用および 2030年までの電源構成を考慮した国内におけるライフサイクル CO2排出量予測を
実施し，CO2排出量が最小となる自動車の普及時期を提言した． 
第 6章では，電気自動車用リチウムイオンバッテリの家庭用定置型蓄電池への転用及び運用時の CO2排出量分析
を実施することで，電気自動車の CO2排出量が低減される使用環境を明確にした． 
第 7章では，次世代の超低粘度エンジンオイルによる車両運用及び保守時 CO2排出量削減効果と費用分析を実施
した．鉱油系エンジンオイル及び化学合成系エンジンオイルの両方を考慮し，低粘度化及びオイル交換インターバ
ル長期化による車両ライフサイクル CO2排出量削減効果の推計を行い，省燃費性に優れた次世代潤滑油の開発指針
の提言を行った．合わせて，エンジンオイルに関する費用分析から，超低粘度エンジンオイルの費用対効果を明ら
かにした． 
第 8章では，第 7章までに得られた結果を総合的に考察している．CO2排出量が最小となる自動車の普及時期に
ついて，内燃機関及びリチウムイオンバッテリの将来の技術進化を踏まえた考察を行った．一方，次世代潤滑油に
ついては，エンジンオイル及びトランスミッションフルードに関する総合的な考察を行い，機能部品としての将来
競争力と開発課題の考察を行った．  
第 9章では，結論を示し，自動車社会の低 CO2化の実現に向けてライフサイクルを考慮した俯瞰的な分析の必
要性を述べている． 
本論文は，自動車に関するサブシステムやコンポーネントを含めた緻密かつ俯瞰的な検証が行われており，シス
テムズエンジニアリングのアプローチによる丁寧な研究プロセスを経てなし得たものである．従って，本論文の著
者は博士（システムエンジニアリング学）の学位を受ける資格があるものと認める． 
 
